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１ 
久
米
池
南
遺
跡 

高
松
平
野
北
東
部
で
最
大
の
溜
池
で
あ
る
久
米
池
の
南
側
に
位
置
す
る
、
標
高
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

丘
陵
上
に
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の
遺
跡
が
展
開
し
て
い
ま
し
た
。 

弥
生
時
代
に
は
、
丘
陵
の
尾
根
線
上
に
複
数
の
竪
穴
建
物
・
掘
建
柱
建
物
が
築
か
れ
ま
し
た
。
高
所
に

所
在
す
る
立
地
か
ら
「
高
地
性
集
落
」
と
呼
ば
れ
る
集
落
の
あ
り
方
で
す
。
ま
た
、
土
壙

ど

こ

う

墓 ぼ

と
呼
ば
れ
る
、

地
面
に
直
接
穴
を
掘
っ
た
墓
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

特
筆
す
べ
き
遺
物
に
、
多
量
の
鉄
製
品
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
弥
生
時
代
の
日
本
で
は
製
鉄
技
術
が
確
立

さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
鉄
製
品
の
素
材
は
遠
隔
地
と
の
交
流
の
中
で
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。高
松
平
野
で
弥
生
時
代
に
多
量
の
鉄
製
品
を
保
有
し
て
い
た
集
落
は
他
に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

久
米
池
南
遺
跡
の
特
質
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
で
す
。 
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そ
の
他
に
注
目
さ
れ
る
遺
物
と
し
て
、
絵
画
土
器
片
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
土
器
の
表
面
に
彫
刻
さ
れ
た

絵
は
、
完
全
で
な
く
、
二
つ
の
土
器
片
に
描
か
れ
た
部
分
が
残
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
一
方
に
は
、

建
物
の
屋
根
が
大
き
く
描
か
れ
、
も
う
一
方
に
は
、
は
し
ご
状
の
も
の
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ

を
あ
わ
せ
る
と
一
つ
の
絵
の
一
部
分
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
絵
の
題
材
は
、
三
間
の
平
入
構
造
の

掘
立
柱
建
物
で
、
中
央
部
に
は
し
ご
が
つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
建
物
は
、
集
落
に
と
っ
て
き

わ
め
て
重
要
な
建
物
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
集
落
の
象
徴
的
存
在
で
あ
っ
た
建
物
を
描
い
た
特

別
な
土
器
を
作
り
、
そ
れ
で
も
っ
て
祭
礼
を
執
り
行
う
か
、
あ
る
い
は
重
要
な
も
の
の
保
管
に
充
て
た
等

の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

２ 

久
米
山 

久
米
山
は
、
高
松
市
の
東
方
に
位
置
し
、
標
高
五
十
二
・
三
メ
ー
ト
ル
の
花
崗
岩
系
の
山
地
で
ふ
も
と

に
池
や
河
川
を
要
し
、
自
然
に
恵
ま
れ
風
光
明
媚
で
景
観
も
良
く
、
さ
ぬ
き
百
景
の
一
つ
に
選
ば
れ
て
い

ま
す
。 
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大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
山
頂
に
つ
く
ら
れ
た
広
場
は
、
以
来
運
動
会
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
住
民
に
親

し
ま
れ
た
場
所
で
あ
り
、
ま
た
、
古
墳
が
発
掘
さ
れ
る
な
ど
川
添
文
化
発
祥
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。 

平
成
五
年
に
地
域
ま
ち
お
こ
し
事
業
と
し
て
既
設
の
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
展
望
台
等
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
遊
歩
道
沿
い
に
は
四
国
霊
場
ミ
ニ
八
十
八
ヶ
所
の
地
蔵
が
並
ん
で
お
り
、
訪
れ
る
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

３ 

久
米
池 

久
米
池
は
、
旧
古
高
松
村
（
高
松
市
高
松
町
、
春
日
町
、
新

田
町
）
で
最
も
大
き
い
た
め
池
で
す
。
堤
高
五
メ
ー
ト
ル
、
堤

長
六
百
四
十
メ
ー
ト
ル
、
満
水
面
積
十
八
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

貯
水
量
三
十
五
万
二
千
立
方
メ
ー
ト
ル
を
誇
り
ま
す
。 

池
創
築
に
関
す
る
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
寛
永
年
間
（
一

六
二
四
～
四
四
）、
讃
岐
の
藩
主 

生
駒
高
俊
（
第
四
代
）
が
伊

勢
よ
り
西
嶋
八
兵
衛
を
呼
び
寄
せ
、
干
ば
つ
救
済
の
た
め
に
築
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造
さ
せ
た
た
め
池
の
一
つ
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
、
地
域
の
人
々
に
「
久
米
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
南
側
に
佇
む
と
、
水
面
に
屋
島
が
逆
さ
に
映
る
「
逆
屋
島
」
が
見
え
、
風
光
に
富
む
久

米
池
は
、
新
さ
ぬ
き
百
景
の
一
つ
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 ★
久
米
池
の
は
な
し 

～
『
川
添
の
民
話
』
よ
り
～ 

東
山
崎
町
の
石
清
水
八
幡
宮
の
脇
に
あ
る
久
米
池
は
、
む
か
し
は
窪
地
で
こ
こ
に
久
米
寺
と
い
う
お
寺

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。（
中
略
）
近
郷
の
人
々
は
こ
の
寺
に
参
詣
、
そ
こ
か
ら
屋
島
寺
の
方
に
回
っ
て
い
た

の
だ
そ
う
で
す
。
久
米
池
の
由
来
は
古
代
に
ア
マ
ツ
ク
メ
ノ
ミ
コ
ト
と
い
う
天
孫
族
の
一
族
が
住
み
つ
い

て
一
帯
が
久
米
と
な
り
池
の
名
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
す
。 

（
中
略
）
源
平
合
戦
の
こ
ろ
屋
島
に
陣
取
る
平
家
を
攻
め
る
た
め
源
氏
の
将
兵
が
こ
の
寺
で
必
勝
を
祈

願
し
た
と
も
い
わ
れ
、
源
氏
の
大
将
義
経
は
、
愛
妻
に
な
っ
た
こ
の
東
の
大
内
の
丹
生
の
出
の
静
御
前
と

も
会
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。 

久
米
山
の
西
端
に
諏
訪
神
社
が
勧
請
さ
れ
て
い
ま
す
が
そ
の
辺
か
ら
久
米
寺
を
経
て
屋
島
に
向
か
う
ル

ー
ト
が
当
時
の
往
還
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。 
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４ 

石
清
水
八
幡
宮 

[

祭
神]
応
神
天
皇
・
仲
哀
天
皇
・
神
功
天
皇 

[

境
内
末
社]
若
宮
神
社 

社
伝
に
よ
る
と
、
天
平
十
一
年
八
月
十
五
日
創
祀
、

弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）
弘
法
大
師
が
こ
の
地
に
来
ら
れ
、

霊
威
を
感
じ
て
参
拝
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
一
説
に
は
、
貞
観
元
年
（
八
九
五
）
こ
の
地

方
の
本
山
（
元
山
）
郷
が
、
山
城
の
石
清
水
八
幡
宮
の

神
領
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
御
分
霊
を
勧
請
し
た
も
の

で
あ
る
と
も
伝
え
て
い
ま
す
。 

永
正
年
間
（
一
五
〇
四
～
二
一
）
戦
災
で
焼
け
、

久
本
の
地
（
新
田
町
）
に
移
り
ま
し
た
。
元
和
六
年
（
一
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六
二
〇
）
九
月
と
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
社
殿
を
改
修
し
、
元
禄
六
年
（
一
六
九

三
）
四
月
八
日
、
も
と
の
久
米
山
に
社
殿
を
新
築
し
て
移
り
ま
し
た
。 

も
と
は
、
久
米
山
八
幡
と
言
い
ま
し
た
が
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
今
の
社
号
に
改
め
ら
れ
ま
し

た
。
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
社
殿
が
炎
上
し
た
た
め
、
御
神
体
を
付
近
の
諏
訪
神
社
に
移
し
、
翌
十

五
年
十
月
、
本
殿
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。 

 

５ 

諏
訪
神
社 

 
[

祭
神]

建
御
名
方
命 

[

例
祭]

十
月
五
日 

 
[

面
積]

五
千
百
八
十
七
平
方
メ
ー
ト
ル 

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
三
月
、
武
田
勝
頼

が
天
目
山
に
戦
死
し
た
と
き
、
家
臣
ら
が
勝
頼

の
遺
児
桃
千
代
丸
を
も
り
た
て
て
ひ
そ
か
に
四

国
へ
逃
れ
、
山
田
郡
本
山
村
（
木
田
郡
山
田
町
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本
山
）
の
豪
族
、
大
熊
備
前
守
に
助
け
を
求
め
、
こ
の
地
に
住
み
つ
き
ま
し
た
。 

武
田
氏
の
歴
代
の
守
護
神
で
あ
る
、
信
州
の
諏
訪
大
明
神
を
勧
請
し
て
こ
の
社
を
建
て
た
も
の
と
い
わ

れ
、
そ
の
由
緒
を
記
し
た
社
記
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
火
災
で
焼
け
て
し
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

 

６ 

諏
訪
神
社
古
墳 

こ
の
古
墳
は
、
諏
訪
神
社
の
本
殿
が
建
っ
て
い
る
場
所
に
所
在
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
二
年
の
発
掘
調

査
に
よ
る
と
、
古
墳
の
形
は
不
正
形
な
円
形
で
、
直
径
十
二
メ
ー
ト
ル
前
後
の
規
模
が
あ
り
、
三
基
の
竪

穴
式
石
室
を
も
ち
、
墳
丘
裾
に
列
石
を
巡
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
中
央
部
と
北
側
の
石
室
内
に
は
、
遺
体
を

入
れ
た
棺
を
固
定
す
る
た
め
の
粘
土
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
出
土
遺
物
は
、
中
央
部
の
石
室
か
ら
碧

玉

へ
き
ぎ
ょ
く

製
の
管

く
だ

玉
た
ま

が
一
点
、
北
側
の
石
室
か
ら
は
、
赤
色
顔
料
を
塗
っ
た
土
器
の
枕
が
、
そ
れ
ぞ
れ
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。 

石
室
の
構
造
、
墳
丘
の
形
、
大
き
さ
、
出
土
遺
物
な
ど
か
ら
四
世
紀
の
初
め
頃
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
、
付
近
一
帯
を
治
め
て
い
た
首
長
の
墓
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
近
く
に
は
、
高
松
市
茶
臼
山
古
墳
を
は
じ
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め
多
く
の
古
墳
が
あ
り
、
周
辺
の
丘
陵
は
、
古
く
か
ら
墓
域
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。 

 
７ 
本
覚
寺 

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
生
駒
家
家
臣
佐
藤
掃
部

か

も

ん

に

よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
寺
院
で
、
か
つ
て
は
城
下
の
御
坊
町

（
当
時
の
町
名
は
片
古
馬
場
町
）
に
所
在
し
ま
し
た
。
法

華
宗
の
寺
院
で
、
尼
崎
本
興
寺
・
京
都
本
能
寺
両
寺
の
末

寺
で
す
。 

当
寺
は
、
高
松
藩
八
代
藩
主
松
平
賴

よ
り

儀
の
り

の
子
賴
該

よ
り
か
ね

（
左
近

さ

こ

ん

、
金

き
ん

岳
が
く

公
子

こ

う

し

）
と
関
わ
り
の
深
い
寺
院
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
賴
該
は
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
年
に
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生
ま
れ
ま
す
が
、
賴
該
よ
り
先
に
生
ま
れ
た
賴
儀
の
子
が
早
世
で
あ
っ
た
た
め
、
生
母
山
崎
綱
子
は
懐
妊

中
に
本
能
寺
第
七
十
世
の
日

顗

に
ち
ぎ
ょ
う

上
人
に
出
産
・
成
長
の
祈
願
を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ
の
日
顗
上
人
が
高
松

に
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
際
に
、
賴
該
が
一
時
本
覚
寺
に
住
ま
わ
せ
て
い
ま
す
。
賴
該
は
法
華
宗
を
深
く
信

仰
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
本
覚
寺
講
頭
原
茂
兵
衛
に

法
華
経
を
借
用
し
訓
読
し
て
い
た
際
に
法
華
宗
入
信
を
決
意
し
、
翌
十
年
に
当
寺
で
入
信
の
儀
式
を
執
り

行
っ
て
い
ま
す
。
教
学
の
研
究
に
熱
心
で
あ
っ
た
賴
該
は
、
本
興
寺
に
あ
る
日

に
ち

隆
り
ゅ
う

聖
人
（
本
門
法
華
宗
・

法
華
宗
本
門
流
の
祖
）
が
著
し
た
教
え
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
教
義
に
関
す
る
書
物
の
書
写
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
一
月
、
朝
敵
と
さ
れ
た
高
松
藩
の
藩
論
を
開
城
に
ま
と
め
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
同
年
五
月
頃
か
ら
体
調
を
崩
し
、
八
月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
西
山
崎
町

本
堯
寺

ほ
ん
ぎ
ょ
う
じ

が
墓
所
（
令
和
元
年
七
月
十
九
日
に
本
堯
寺
松
平
賴
該
霊
廟
が
国
登
録
有
形
文
化
財
の
答
申
を
受

け
た
）、
当
寺
が
菩
提
所
（
位
牌
を
安
置
し
、
菩
提
を
弔
う
）
と
な
り
、
遺
言
に
よ
り
賴
該
が
書
写
し
た
書

物
の
多
く
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
用
人
林
本
助
が
拝
領
し
、
後
に
当
寺
に
奉
納
さ
れ
た
賴
該
直

筆
の
御
題
目
陣
羽
織
な
ど
も
所
蔵
し
て
い
ま
す
。 
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な
お
、
山
号
を
真
如
山
と
称
し
て
い
ま
し
た
が
、
賴
該
が
国
柱
山
も
追
加
し
、
現
在
で
は
真
如
・
国
柱

山
と
称
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
賴
該
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
六
）
に
そ
れ
ま
で
中
ノ
村
の
大
雄
寺
を
再
興
す
る
形
で
高
橋
に
あ

っ
た
庵
を
塩
屋
町
に
移
築
し
大
雄

だ
い
お
う

庵
あ
ん

を
建
て
、
本
覚
寺
が
こ
れ
を
管
理
し
ま
し
た
。
賴
該
は
全
国
の
勤
皇

の
志
士
を
大
雄
庵
で
庇
護
し
て
お
り
、
同
庵
に
「
勤
皇
之
志
士
遺
跡
」
の
石
碑
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

当
寺
に
移
設
し
て
い
ま
す
。 

  

８ 

山
下
古
墳 

立
石
山
塊
か
ら
西
へ
延
び
る
丘
陵
の
先
端
に
位
置
し
、
新
田
町
山
下
に

所
在
す
る
横
穴
式
石
室
が
開
口
し
た
古
墳
で
す
。
墳
丘
の
盛
土
は
、
ほ
と

ん
ど
流
出
し
て
お
り
、
墳
丘
規
模
・
形
態
は
不
明
で
す
が
、
玄
室
の
天
井

石
を
巨
石
一
枚
で
架
構
し
た
巨
石
墳
で
、
玄
室
規
模
が
周
辺
の
古
墳
の
中

で
は
最
大
の
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
室
は
両
袖
式
の
横
穴
式
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石
室
で
、
ほ
ぼ
真
南
に
開
口
し
て
お
り
、
現
存
長
は
九
・
〇
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
。
玄
室
は
長
さ
五
・

〇
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
・
五
五
～
二
・
八
五
メ
ー
ト
ル
で
、
高
さ
二
・
五
～
二
・
八
メ
ー
ト
ル
で
す
が
、

流
入
土
が
あ
る
こ
と
か
ら
現
状
よ
り
高
く
、
三
メ
ー
ト
ル
近
く
に
な
り
ま
す
。
玄
室
の
天
井
石
は
長
さ
四
・

五
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
メ
ー
ト
ル
の
巨
石
一
枚
で
架
構
し
て
い
ま
す
。
羨
道
部
は

残
存
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
・
二
メ
ー
ト
ル
で
、
玄
室
同
様
流
入
土
に
よ
り
高
さ

は
高
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
巨
室
の
石
材
は
す
べ
て
安
山
岩
へ
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
に
伴
う
遺
物

は
出
土
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

９ 

久
本
古
墳 

久
本
古
墳
は
、
墳
丘
も
石
室
も
保
存
状
況
が
良
好
で
、
原
型
を
よ
く
残
し
て
い
る
の
で
、
早
く
か
ら
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

北
方
の
山
下
古
墳
と
と
も
に
巨
大
な
横
穴
式
石
室
を
も
つ
巨
古
墳
で
、
石
室
は
全
長
一
〇
・
八
メ
ー
ト

ル
、
遺
体
を
埋
葬
す
る
玄
室
は
長
さ
四
・
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、
通
路
に
あ
た
る
羨
道

部
は
、
長
さ
六
・
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
・
一
メ
ー
ト
ル
で
す
。
玄
室
及
び
羨
道
部
の
天
井
は
、
い
ず
れ
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も
巨
大
な
自
然
石
で
覆
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
室
は
、

羨
道
部
両
端
の
封
じ
石
が
使
わ
れ
、
南
面
し
て
開
口

し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
自
由
に
出
入
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
戦
時
中
に
は
一
時
防
空
壕
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

玄
室
奥
に
、
県
内
唯
一
の
石
棚
が
み
ら
れ
、
棚
の

下
に
は
、
遺
体
を
安
置
す
る
陶
棺
が
置
か
れ
て
い
ま

し
た
。
石
棚
は
、
九
州
北
部
を
は
じ
め
、
和
歌
山
県
・

徳
島
県
の
古
墳
に
多
く
見
ら
れ
、
広
範
囲
に
わ
た
る

文
化
交
流
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
仏
教
文
化
の

影
響
が
色
濃
い
承
盤
付
銅
鋺
が
、
県
下
で
初
め
て
出

土
し
て
い
ま
す
。
須
恵
器
が
大
量
に
副
葬
さ
れ
て
お

り
、
古
墳
が
六
世
紀
末
に
築
造
さ
れ
、
七
世
紀
初
頭

ま
で
追
葬
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
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ま
す
。 

久
本
古
墳
に
は
「
村
の
祭
礼
な
ど
の
と
き
、
塚
が
膳
・
椀
を
貸
し
て
く
れ
て
い
た
が
、
村
人
が
壊
す
な

ど
の
不
始
末
を
起
こ
し
返
さ
な
か
っ
た
後
は
、
膳
・
椀
を
貸
し
て
く
れ
な
く
な
っ
た
。
」
と
い
う
“椀
貸
し

の
伝
説
”
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
地
元
で
は
「
椀
貸
塚
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

★
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平
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十
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金
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公
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』
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十
一
年
『
新
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高
松
市
史Ⅱ

』
高
松
市 

昭
和
五
十
二
年
『
古
高
松
郷
土
史
』
古
高
松
郷
土
史
編
集
委
員
会 

平
成
元
年
『
久
米
池
南
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
高
松
市
教
育
委
員
会 

平
成
十
六
年
『
高
松
市
指
定
史
跡
久
本
古
墳
』
高
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市
教
育
委
員
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１１月１７日（日）復路 

・ことでんバス庵治線・大学病院線・ 

南公文（12:21 発）→瓦町（12:49 着）→高松駅（12:59 着） 

                 

✿次回のふるさと探訪は…（予定） 

 

◎テ－マ：「新指定国史跡 高松松平家墓所（霊芝寺）周辺を訪ねる」 

◎と き：令和元年１２月８日（日）午前９時半～正午 

◎集合場所：JR 造田駅 

◎探訪先 

①霊芝寺 

▶高松松平家２代目藩主の賴常、９代目藩主の賴恕の墓所があります。 

墓所は、普段一般公開されていませんが、特別に観ることができます！ 

 ②願興寺 

▶毎月 8 日にのみ公開される重要文化財 聖観音坐像を拝観できます！ 

◎参加費：無料 

 

★公共交通機関の御案内 

・JR 高徳線 引田行 高松（8:33 発）→造田（9:14 着） 

 

★注意 

☆広報「たかまつ」１２月１日号に開催案内を掲載予定です。 

☆小雨決行。当日、警報が発令された場合は、中止とします。 

なお、中止かどうか御不明な場合、午前７時３０分～９時３０分に

文化財課（Tel 087-839-2660）でお知らせします。電話が通じない

場合は実施予定ですので、集合場所にお集まりください。 

 

 


